
議長（志村 忠昭） 

これをもって、提案者の提案理由の説明を終わります。 

日程第13、議案第16号、平成28年度多度津町水道事業会計歳入歳出決算認定について

を議題といたします。 

提案者の提案理由の説明を求めます。 

上下水道課長、中田君。 

上下水道課長（中田 健二） 

議案第16号、平成28年度多度津町水道事業会計歳入歳出決算認定について提案説明を

申し上げます。 

歳入歳出決算認定につきましては、地方公営企業法第30条第2項の規定に基づきまし

て、監査委員の審査に付したところでございます。 

その決算審査の結果は、先ほど竹森代表監査委員から報告のありましたとおりでござい

ますので、同法第30条第4項の規定に基づき、議会において歳入歳出決算の認定を受け

ようとするものでございます。 

それでは、歳入歳出決算認定の内容について説明をさせて頂きます。 

12ページをお開きください。 

先に、附属書類の事業報告書について、説明をさせていただきます。 

1．概況、（1）総括事業、イ．業務状況といたしましては、平成28年度末の給水人口は

2万3,592人、給水栓数は1万719栓でございます。 

年間総配水量は333万4,850㎥で、前年度と比較いたしますと0.3％、9,010㎥の増となっ

ております。 

総配水量の内訳といたしまして、自己水量は196万4,279㎥で、県水受水量は137万571㎥

であり、構成比にいたしますと、自己水量が58.9％、県水受水量が41.1％でございま

す。 

有収水量は300万8,354㎥で、前年度と比較いたしますと0.6％、1万6,833㎥の増となっ

ております。 

有収率は90.2％で、前年度と比較いたしますと0.3ポイントの増加となっております。 

近年の状況として、人口減少や節水意識の高まり、節水機器の普及など様々な要因によ

り、水需要は減少傾向にあります。 

また、今後は老朽配水管の更新など施設整備による資本的投資や水道施設の維持管理費

の増加が見込まれるため、水道事業の経営健全化に取り組み、住民の皆様のご理解を得

られるよう、安全で安心な水の供給に努めてまいります。 

次に、ロ．建設改良工事等でございます。 

配水管布設替工事、水道施設制御設備更新工事、消火栓新設及び移設工事などを行い、

配水網並びに水道施設の整備を行いました。 

また、量水器等を購入いたしました。 



 

次に、ハ、財政状況につきましては、後ほど決算報告の方で詳細に説明をさせていただ

きます。 

（2）議会議決事項は、表のとおりでございます。 

なお、13ページから24ページに、多度津町水道事業の経営実績の明細を記載しておりま

す。 

次に1ページにお戻り下さい。 

決算報告書の説明をさせていただきます。 

なお、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出につきましては、消費税を含んで

おります。 

（1）収益的収入及び支出の、収入といたしまして、第1款、水道事業収益の決算額は、

7億6,634万7,393円、予算額と比較いたしますと0.4％、333万393円の増でございます。 

内訳と致しまして、第1項、営業収益は6億8,878万3,119円、第2項、営業外収益は

7,756万4,274円となっております。 

次に支出でございます。 

第1款、水道事業費用の決算額は、6億9,847万5,844円、予算額と比較いたしますと、

7.8％、5,911万2,156円の不用額となりました。 

内訳と致しましては、第1項、営業費用は6億3,544万4,645円、第2項、営業外費用は

5,900万8,786円、第3項、特別損失は402万2,413円、第4項、予備費につきましては0円

となっております。 

続きまして、3ページをお開き下さい。 

（2）資本的収入及び支出について説明いたします。 

収入といたしまして、第1款、資本的収入の決算額は2億5,724万7,342円、予算額と比較

いたしますと、0.2％、62万8,342円の増でございます。 

内訳と致しまして、第1項、企業債は2億5,000万円、第2項、工事負担金は665万

2,640円、第3項、固定資産売却代金は59万4,702円でございます。 

なお、工事負担金は、消火栓新設及び移設工事の負担金でございます。 

次に、支出といたしまして、第1款、資本的支出の決算額は4億7,509万2,341円、予算額

と比較いたしますと、2.6％、1,234万7,659円の不用額となりました。 

内訳といたしまして、第1項、建設改良費は、2億6,973万6,588円、第2項、企業債償還

金は、2億535万5,753円でございます。 

次に 注記1をご覧ください。 

補填財源について説明いたします。 

資本的収入額が資本的支出額に不足する額、2億1,784万4,999円は、当年度消費税及び

地方消費税資本的収支調整額、1,370万8,488円、当年度損益勘定留保資金1億5,927万

3,511円、繰越利益剰余金処分額4,486万3,000円で補てん致しました。 

また、注記2のたな卸資産購入費執行額は、465万4,659円でございます。 



 

次に5ページをお開き下さい。 

多度津町水道事業損益計算書につきましては、1．営業収益は、6億3,797万5,807円、

2．営業費用は、6億1,260万3,081円ですので、営業利益は、2,537万2,726円でございま

す。 

3．営業外収益は、7,689万8,704円で、4．営業外費用は、4,434万5,051円ですので、経

常利益は、5,792万6,379円でございます。 

5．特別損失は、402万2,413円ですので、当年度純利益は、5,390万3,966円でございま

す。 

また、前年度繰越利益剰余金は、5億1,193万8,902円ですので、当年度未処分利益剰余

金は、5億6,584万2,868円でございます。 

次に6ページをご覧下さい。 

水道事業剰余金計算書について説明いたします。 

自己資本金の当年度末残高は、23億5,211万1,534円、資本剰余金の当年度末残高は、

2,069万5,773円でございます。 

利益剰余金のうち減債積立金の当年度末残高は、8,000万円、建設改良積立金の当年度

末残高は、4,677万9,818円、未処分利益剰余金の当年度末残高は、5億6,584万2,868円

でございます。 

資本合計の、当年度末残高は30億6,542万9,993円でございます。 

次に、9ページをお開きください。 

多度津町水道事業貸借対照表につきましては、資産の部、1．固定資産合計は、75億

2,469万8,933円、2．流動資産合計は、7億9,336万9,795円ですので、資産合計は、83億

1,806万8,728円でございます。 

次に、負債の部、3．固定負債合計は、32億3,030万2,758円、4．流動負債合計は、3億

2,673万3,286円、10ページをご覧ください、5．繰延収益合計は、16億9,560万2,691円

ですので、負債合計は52億5,263万8,735円でございます。 

資本の部、6．資本金合計は、23億5,211万1,534円でございます。 

7．剰余金のうち、（1）資本剰余金合計は、2,069万5,773円、（2）利益剰余金合計は

6億9,262万2,686円ですので、剰余金合計は、7億1,331万8,459円でございます。 

従いまして、資本合計は30億6,542万9,993円、負債・資本合計は83億1,806万8,728円で

ございます。 

次に、25ページをお開きください。 

多度津町水道事業キャッシュ・フロー計算書につきましては、末尾にありますとおり、

資金期末残高は、6億6,183万285円でございます。 

尚、26ページから38ページにかけて、水道事業会計収益費用明細書、資本的収入及び支

出明細書、固定資産明細書、企業債明細書、水道事業経営分析を記載しております。 

以上、誠に簡単ではございますが、議案第16号の提案説明とさせていただきます。 



 

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

議長（志村 忠昭） 

これをもって、提案者の提案理由の説明を終わります。 

 


